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プレゼンサマリー

倉に寄り添い、倉を介した新しい関係。みんなが集まって暮らす場にひとつの倉を置く。住空間の中の収納部分を集めて中心に40坪の倉をつくる。
各住戸は4坪。居住者の所有物をひとまとめにした「倉」の一部は、地域住民の倉庫としても開放されている。個人間でのものの貸し借りが少なく
なっている現代において、単身者や地域住民の関わり合いを深め、昔の共同体のような依存し合う関係をつくる。コミュニティ復活のきっかけと
なるように。

（プレゼンテーションより抜粋）

審査員コメント

・小さな住宅だと床面積の4割程度が収納に取られてしまう。セクションは面白いが近隣のコミュニティを活性化するといっても倉の中に近隣の
人が入ってくるというのはリアリティが感じられない。
（ 山本理顕 ）

・6世帯合わせて40坪でよかったのか。収納に着目することでワンルームマンションの部屋自体がどう変わるかをもっと表現できればよかった。
（ 千葉学 ）

・収納に注目した点はよいと思う。人と人の間の貸し借りの重要性を伝えるには、もうひとつ提案が必要だろう。
（ 西村達志 ）
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